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日
本
語
の
漢
字
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
も
の
の
、
本
来
ほ
ぼ
一
字
一
音
だ
っ

た
文
字
の
読
み
が
、
音
読
（
漢
音
）
と

訓
読
（
和
音
）
に
分
か
れ
る
。
し
か
も

漢
詩
に
は
漢
音
を
、
和
歌
・
俳
句
に
は

和
音
を
多
用
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

近
代
に
至
る
と
、
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
外

来
語
や
ロ
ー
マ
字
と
い
っ
た
西
洋
由
来

の
も
の
も
入
っ
て
き
た
。
世
界
広
し
と

は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
異
な
る
要
素

を
一
体
に
し
た
言
語
は
珍
し
い
。

で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
校
歌
「
空

の
翼
」
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
和
音

と
漢
音
の
使
い
分
け
か
ら
、
ひ
ら
が
な
と

カ
タ
カ
ナ
、
外
来
語
、
さ
ら
に
は
英
語

（
関
西
学
院
の
校
訓
）
に
至
る
ま
で
、
上

述
し
た
す
べ
て
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
う
え
「
い
ざ
」
と
い
う
口
語
的

な
和
音
と
、「
関
西
」（
ク
ァ
ン
セ
イ
）
と

い
う
き
び
き
び
と
し
た
漢
音
の
交
差
に
よ

る
、
極
め
て
近
代
的
な
リ
フ
レ
イ
ン
も
登

場
す
る
。
し
か
も
自
由
詩
で
あ
り
な
が

ら
、
伝
統
的
な
五
七
五
の
韻
律
も
ど
こ
か

で
保
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
校
歌
こ
そ
、

ま
さ
し
く
和
・
洋
・
中
の
諸
要
素
が
う
ま

く
融
合
で
き
た
好
例
と
い
え
よ
う
。

素
晴
ら
し
い
歌
詞
を
作
っ
た
北
原
白
秋

は
、
周
知
の
通
り
近
代
日
本
の
代
表
的
な

詩
人
で
あ
る
。
作
曲
者
の
山
田
耕
筰
も
、

白
秋
の
親
友
で
あ
り
、
著
名
な
音
楽
家

だ
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
二
人
に
よ
る
校

歌
制
作
の
経
緯
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
戦
時
中
に
は
「
輝
く
自
由
」

や
、
lM
astery
for
Servicez
な
ど
の

表
現
が
時
局
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
さ
れ
、
校

歌
が
公
式
に
歌
わ
れ
る
こ
と
が
控
え
ら
れ

た
時
期
が
あ
っ
た
、
と
い
う
歴
史
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

関
西
学
院
の
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
山
田
耕
筰
は

キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
音
楽
の
影
響
を
強
く

受
け
た
が
、
北
原
白
秋
も
早
稲
田
大
学
英

文
科
で
学
ん
で
い
た
頃
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴

詩
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
二
人
の
コ
ン
ビ

に
よ
っ
て
数
多
く
の
童
謡
、
唱
歌
、
校
歌

が
生
み
出
さ
れ
た
。
校
歌
だ
け
で
も
七
〇

曲
以
上
が
あ
り
、
関
西
で
は
同
志
社
大

学
、
大
阪
の
豊
中
中
学
校
、
堂
島
小
学
校

の
校
歌
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
日
本
国
内
だ

け
で
な
く
、
中
国
の
大
連
や
上
海
に
あ
る

日
本
人
学
校
の
校
歌
も
二
人
の
作
品
で

あ
っ
た
。

上
海
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
「
租
界
」

を
有
す
る
列
強
諸
国
の
植
民
都
市
で
あ

り
、
日
本
人
も
数
万
人
が
、
日
本
の
中
国

「
進
出
」
と
侵
略
に
伴
っ
て
上
海
に
移
住

し
た
。
そ
こ
に
は
西
洋
人
居
留
民
が
作
っ

た
交
響
楽
団
も
あ
り
、
極
東
一
と
評
さ
れ

て
い
た
。
山
田
耕
筰
は
こ
の
楽
団
と
も
関

わ
っ
て
い
た
。
戦
時
中
、
楽
団
が
「
日
本

音
楽
会
」
を
開
催
し
、
山
田
耕
筰
の
作
品

を
演
奏
し
、
作
曲
家
本
人
が
タ
ク
ト
を

振
っ
た
。
開
催
自
体
は
日
本
側
の
圧
力
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
関
係
な

く
山
田
の
作
品
は
現
地
の
著
名
な
フ
ラ
ン

ス
人
評
論
家
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
に
基
づ
い

て
、
改
め
て
校
歌
を
見
て
み
る
と
、
あ
の

「
和
・
洋
・
中
の
融
和
」
の
背
後
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
物
語
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
う
簡

単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
え
る
。

今
日
の
世
界
で
は
残
念
な
が
ら
分
断
と

排
他
的
な
行
為
が
増
え
て
お
り
、
戦
争
も

起
き
て
い
る
。
し
か
し
皆
さ
ん
の
母
国
語

も
、
素
晴
ら
し
い
校
歌
も
、
そ
し
て
上
海

生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
関
西
学
院
も
、
す

べ
て
多
様
な
異
な
る
文
化
の
融
和
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
結
果
だ
っ
た
。
今
後
も
し
自

ら
が
分
断
や
衝
突
、
戦
争
に
直
面
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
異
文
化
の
融

和
を
謳
う
こ
の
「
空
の
翼
」
を
思
い
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

■

趙 怡 教授
（比較文学、比較文化）

校歌「空の翼」から見えること
人間を考える
2022年11月17日
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